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０　　 清 朝 、 帝 政 ロ シ ア か ら 帝 国 近 代 日 本 へ 近 代 都 市 建 設 の 道 を 歩ん だ 中 国 の 北 方 都 市 、 ハ ル ビ ン 。 近 代 列 強 が テ リ ト リ ー と し た鉄 道 と い う 植 民 地 イ ン フ ラ や ロ シ ア 革 命 と い っ た 世 界 の 衝 突と 交 流 、 ま た 新 た な 何 か の 発 生 … … と い う 背 景 の も と に 、 生 まれ た 場 所 で あ る 。 そ れ ら を め ぐ っ て 、 移 民 も 含 む 現 地 ネ イ テ ィヴ の 生 存 、 各 国 帝 国 主 義 軍 隊 ・ 警 察 ・ 監 獄 ・  「 保 護 と 治 安 」 の各 機 関 ・ 多 種 の 職 業 ・ 生 活 … … と い う 人 と 時 間 と 概 念 の 思 惑 ・葛 藤 が 反 復 さ れ る 場 所 で も あ っ た 。　 そ の よ う な 現 実 と 意 味 と が 与 え ら れ た こ の ハ ル ビ ン は 、 自 分の 身 体 角 度 と 身 体 音 か ら 表 現 し よ と し た 中 国 人 の 文 芸 作 品と 音 楽 に よ っ て 、 一 九 三 〇 年 代 か ら 一 九 四 〇 年 代 、 ど の よ う に体 験 さ れ 記 憶 さ れ た だ ろ う か 。　 植 民 地 の 夜 と 昼 ＝ あ ら ゆ る 場 所 、 に 関 心 を 寄 せ た 中 国 人 作 家と 音 楽 グ ル ー プ に よ る 〝 眼 線 〟 と 〝 声 音 〟  。 そ れ ら を 読 み 聴 きな が ら 、 こ の 都 市 の 空 間 と 時 間 を ト レ ー ス し 、 考 え て み よ う 。近 代 植 民 地 と い う エ コ ノ ミ ー と 労 働 を 求 め て 、 多 様 多 層 人 間が 差 異 の 前 歴 を も っ て 集 合 し つ つ 、 帝 政 ロ シ ア ・ 中 華 民 国 ・ 帝国 日 本 に よ っ て 空 間 区 画 が 、 ま た 時 間 区 分 が 、 造 成 ・ 管 理 さ れ
〝 眼 線 〟 と 〝 声 音 〟 は ハ ル ビ ン を ど う 体 験 し た か︱
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た 場 所 が ハ ル ビ ン だ っ た 。 そ れ ら 各 時 期 ・ 各 ゾ ー ン は 、 常 に 現地 人 あ る い は 南 方 か ら の 移 民 と し て の 中 国 人 、 取 材 訪 問 な ど でや っ て 来 る 中 国 人 に よ っ て 、 使 用 さ 解 釈 さ れ た 。　 ま た 、 こ の 都 市 を ト レ ー ス し 考 え 記 憶 す る と は 、 清 朝 の 発 源地 た る 瀋 陽 （
奉 天
）  、 近 代 日 本 が 行 な っ た 戦 争 と 植 民 地 管 理 の
扉 の 地 た る 大 連 、 そ し て 結 節 地 点 た る 長 春 （
「 新 京 」
）  、 を も 記
憶 し 考 え る こ と で も あ 。１　 東 ア ジ ア の 近 代 都 市 ＝ 植 民 地 都 市 へ の 眼 と 声　
こ う し た 夜 に こ そ 、 こ こ は 五 十 万 の 市 民 を 擁 す る 巨 大 都 市 だ
と い う の が 明 ら か に な る 。 今 目 の 前 の こ の 通 り に は う す 暗 い 明り と か す か な 人 声 し か な い が 、 二 百 歩 ほ ど 行 け ば キ タ イ ス カ ヤ通 り で あ り 、 火 事 で も 起 き た よ う な 騒 が し さ と 明 る さ な の だ 。血 の よ う な 明 り の 海 の 中 、 そ の 世 界 の 滅 ぶ 寸 に の み あ る 喧 騒が 伝 わ っ て く る 。 田 舎 の な ら 驚 く だ ろ う こ の 景 色 に も 慣 れ てい る 私 た ち は 、 先 ほ ど の 安 酒 と あ り き た り の 肴 を 味 わ い 返 し なが ら 、 ゆ っ く り と キ タ イ ス カ ヤ 通 り の ほ う へ 歩 い て い っ た 。 ある 家 の 窓 の 淡 紅 色 の カ ー テ ン に 人 が 映 っ て い る 。 異 郷 の 地 で 台
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所の冷蔵庫や窓の明りを眼にすると、人は郷愁の念を抱くというが、私にそれはない。むしろこの淡紅色の明りのなかには現実の社会に許された一つの場面があると感じられるのだ。夫が新聞とお茶を手 昼の仕事 疲れ 安めている。妻 妻で、自分の南方 実家が戦火の洗礼をこう っていないか、大学で文学を専攻する花も恥じらう年頃の妹が巻き込まれ ないか、とラジオ 戦況ニュースに聴き入って る。床では幼 息子が今日百貨店で買ってきたばかりの戦車 模型で遊んで る。このような大都会は、ただ買弁、不在地主、銀行長、高利貸し、船会社の社長だけ はなく、 日雇い労働者 乞食、 コソ泥、 淫売無頼漢に っても形成されていた。同 くこ 淡紅色 明りのなかに住んでいる者もいた。私は一瞬思いつかなか た、そのような人々に対してどんな感情を持つべきか。それは社会の組織を研究する著名な私の友人も同じことで 彼 今夜 こまでやって来ても、この人々の存在を消してしまう がよ のか、保っておくのがよいのか、あるいは彼らの存在を改善する がよいのか、すぐに悟るわけではないだろう。
爵青（一九一七︱六二年。 「満洲国」下に創作活動した中
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私は病気の友人を見舞うところだった、三人の通行人がハリネズミのようなひげをはやした一人のロシア老人を囲んでいた。老人は故国のモスクワにある大広場のそばの アレクサンドリアとかいう製菓会社 ソーセージが食べたいなどと弱々しく唸っている。三人 うちの一人の紳士らしき中年男が皮肉っぽく老人に教えた、あそこはもう五月一日にスターリンの赤軍の閲兵場になったんだ、そう言 とさっさと立ち去った。どうしたのかと私がその紳士にたずねると、彼はまた皮肉を言うように告げた、知ら いのか、ここは酔っぱらいと食いっぱぐれで有名な通りじゃないか。そして高慢に大き 家のなかに入っていった。　
しかしこの夜遭遇したのは飢えと寒さに苦しむ者だった。杏
のような赤い色の天空は反射して彼 顔を照らし、伸び放題の髪の毛と角膜の白く った眼はキリスト 慈愛に満ちた表情を思わせた。悲嘆にくれ咳込みながら、彼は右足の皮下にできた「蜂窩織炎」が痛んでしかたがない、もし施しを受けて治すことができたら、のちのちも決して恩を忘れることはない と唸っている。粗野で聞き取り いその声 はしばしに、私は山東省の人間だなとすぐに判った。
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ハルビンや瀋陽などが体験する日本発動の「満洲事変」と前後の植民地情勢は、それを告発できる言論空 として 中国 中央」 （
東北からすれば異次元の南方
）でこそ、文学的にもいち早



























の情熱を押し黙らせて世界に生きない日は、あ いは楽しくもまた煩わしくも 類の蔑みと罵りを受けない日は、一日としてありません。我々 周りを常に滅亡の危機によって取り囲まれ
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て い ま す 。 し か し 祖 先 と 同 じ よ う に 私 た ち は 厳 し い 束 縛 と 苦 痛の な か に 生 を 求 め な け れ ば な り ま せ ん 。 ま た 残 酷 か つ 全 能 の 条件 の も と で 一 切 の 外 的 な 圧 迫 に 対 抗 し な け れ ば な り ま せ ん 。 だか ら さ ま ざ ま な 変 動 に 出 く わ し て も 、 昔 か ら の 自 制 を 保 っ て 衰え と 停 滞 を 免 れ 、 心 臓 が 破 れ て も 、 こ の 民 族 は 祖 先 が 残 し て きた す べ て の 完 璧 を 求 め て い ま す 。 こ こ に 来 た の は 四 年 前 、 私 が三 十 五 歳 の と き で し た 」　 「 ス ペ ン サ ラ ー さ ん 、 あ な た の お 話 し を お 聴 き し て 、 自 分 は
ど の よ う に 同 情 し て よ い の か 分 り せ ん 。 も う 四 十 年 に な ろう と し て い る の で す ね え ！ 」 こ こ で 私 は 少 し 感 傷 的 に な っ た 。受 難 者 の 末 裔 の 一 人 が 沈 痛 に 語 っ た 、 そ の 民 族 に 二 千 年 続 く 災い の 運 命 を 、 聴 い た か ら だ っ た 。 私 の 重 い 気 持 ち を 見 て 取っ た 彼 は 、 煙 草 を 吸 う か ど う か 聞 い て き た が 、 私 は 頭 を 振 っ てう な だ れ た 。
以 上 い ず れ も 、 爵 青 、 短 篇 小 説 《 斯 賓 塞 拉 先 生 》
　 「 私 」 は 、  ハ ル ビ ン 郊 外 の 洋 館 に 生 活 し 今 は 上 海 を 目 指 す 「 異者 」 と 、  彼 の 体 験 の 背 景 に あ る ユ ダ ヤ 民 族 の 歴 史 を 知 っ て い く 。こ こ に も 、 前 節 で 見 た 「 白 系 ロ シ ア 人 」 に 対 す る 方 角 と 似 た 、し か し ま た 違 う 、  「 異 者 」 に 向 け た 方 角 の 複 雑 な 眼 線 と 声 の 交わ し 合 い が あ る 。 ハ ル ビ ン の 中 国 人 作 家 が 、 モ ダ ニ ズ ム 小 説 のス タ イ ル を 踏 襲 し な が ら 、 ハ ル ビ ン と い う 地 理 の 時 間 を 描 い た重 要 な 文 学 テ ク ス ト で あ る 。  「 モ ダ ニ ズ ム 小 説 」 と は 、 ミ ッ シェ ル  ・  フ ー コ ー や エ ド ワ ー ド  ・  サ イ ー ド が 検 証 し た よ う に 、  「 自分 た ち 」 と は 違 う と 認 識 さ れ た モ ノ ゴ ト と ヒ ト を 表 象 す る さ い
の 「 差 別 」 と 「 区 別 」 に よ っ て 起 動 さ れ 、 さ ら に そ の 二 つ を 訓練 し 反 復 す る 帝 国 主 義 的 言 論 ・ テ ク ス ト で あ る 。 植 民 地 ハ ル ビン の 歴 史 の な か で 、 ロ シ ア 側 ・ 日 本 側 に よ る 異 な る 者 対 す る権 力 表 象 と と も に 、 そ の よ う な 都 市 の 時 間 の 延 長 の な か で 、 権力 表 象 に よ っ て 視 ら れ る 側 の 対 象 の 側 の 者 た ち ど う し が 、 さ らに ま た そ の 内 側 で お 互 い に 相 手 を 眼 差 し 、 声 を 聴 き 合 う 。　 テ ク ス ト 内 部 の シ ン タ ッ ク ス に お い て 、 こ の よ う な 方 角 の 運動 が 、 お そ ら く モ ダ ニ ズ ム 文 学 の 作 法 借 り つ つ 、 し か し 水 平に 絶 え る こ と な く 往 還 し て い る 。４ ︱ ２
　
植 民 地 鉄 道 イ ン フ ラ に よ っ て つ な げ ら れ る す べ ての 都 市 ＝ 外 部
　 都 市 を 水 平 に 眺 め る 眼 線 と は 、 ま ず は そ の 都 市 の 入 口 か ら 内部 に 入 っ て い く 眼 線 他 な ら な い 。 都 市 と 出 会 い 、 つ ま り その 場 所 を 知 り 、 体 験 し た こ と の あ る 他 の 場 所 と 見 比 べ 、 両 地 をつ な げ る 知 覚 で あ る 。 植 民 地 都 市 に あ っ て は 、 中 国 ネ イ テ ィ ヴが 見 比 べ 繋 げ る 視 点 を 手 助 け す る 一 つ が 、 歴 史 的 に 逆 手 に 取 った 列 強 由 来 の 植 民 地 鉄 道 （
ロ シ ア の 東 清 鉄 道 〜 日 本 の 南 満 洲 鉄 道
株 式 会 社 、 通 称 「 満 鉄 」
） と い う こ と に な る 。
　
こ の 物 語 は 天 国 に お こ っ た こ と で は な く 、 秘 境 に お こ っ た の
で も な い 。 わ れ わ れ が よ く 知 っ て い る ハ ル ビ ン に お こ っ た 。 普通 の 人 の 眼 に は 、 ハ ル ビ ン と い う 都 市 は 物 好 き と 罪 悪 に ま み れた と こ ろ だ が 、 じ つ は 毎 日 の よ う に 駅 と 埠 頭 か ら こ こ に 流 れ こん で く る 人 々 は 、 上 は お 役 人 、 大 商 人 か ら 、 下 は 売 り 子 、 肉 体
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る。両側は背の低い平屋なのだが、住宅難のせいだろう、どの平屋の屋上にも鉄の破片や木箱のたぐいで小屋がつぎ足してある。この部分が長い時間をへて歪み、下へと傾いている。鉄線や木の棒などで真っ直ぐに保とうとされては るが、日に日に歪んでしまうと見え、つ に両側の建物のてっぺんがくっつきそうなくらいにまで傾いている。これでは昼間は太陽の光が射しこんで来ない。逆に夜は 赤々とあんず色に染ま た半尺ほどの空が非常にはっきり る。路地 なかの陰湿さは、私
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地都市ハルビンをめぐる空間と言語の果 。それが小説の末尾である。小説の語りは、これをもってナレーターも都市の舞台も、つまりこ 植民地都市の見慣れた文体さえも、ここで失われるのだ。ハルビン いう都市の果てであるが、しかしまたこの果てこそがハルビン。そのように中国人作家は視た。　
それは、同時期の日本人作家による快楽的あるいは神秘的そ






ヤ街をいま歩くとき、そこは一つの異質な空間である。それはハルビンという都市空間のなかでと言っ も、およそ「都市」なる空間のなかでと言っても、妥当する。植民地期から ハルビン駅の正面玄関とは逆側の道理区を北に らぬくストリートであり、北端は松花江が流れ、河面 ら風が吹きわたるロシ
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ートは、奇跡のように思われる。しかし現実に開催され、しかも口琴社の東北人リーダーは日本当局に逮捕され殺害されている。　
あからさまな意味＝内容を自然にまた故意に消した沈黙の
声帯たるハーモニカ。この手のひら楽器がより活躍 たハルビン。この楽器への吹奏によって演奏者は、近代中国の音楽と映像とによる南北交流＝音楽と精神の発展交流の一シーンを成しとげた それはとてつもない大陸 空中における証言記録である。抗日の意味を持った歌曲をメロディ だけ 堅固なカタチにまで削りなおし、しかしモノを言うための器官であ 口と喉を全演奏者が使って、何かを言おうとする身体 声。それを観客も聴きとどけ見とどけたという。口琴社はハーモニカという小さなしかし無数の窓穴を通して、植民地都市ハルビンにあって、対日本言説 てのよびかけの声の新た 技法を実現したのである。　
そのとき、 〈声音〉だけでなく、ハーモニカという楽器を扱






















院、モスクワ兵営、正陽大街、太陽島、競馬場……というふうに美しい文字が記されている。しかし、この市街地図の上をくまなく探 ても、あの「 観園」 （道外区＝傅家甸にある木賃宿兼スラムの集合体の場所
︱
引用者）という文字は見つから
ない。これをも 人体にたとえるなら、この地図は堕落した医者に等しいだろう。麗しい髪の毛や清らかな瞳 均整のと た肢体……などを褒めたたえるのみで、実はすでに腐って死にそ
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憶とは、往々にして、帝政ロシアの建造からする 「第二期」にあたる整序と排除を事 帝国日本のハルビン「都市計画」に、まさに似ている。その空間を時間的通時的に らえることが難しく、共時瞬間的にのみ限定して懐かしむようなノスタルジーである。 （
このことはハルビンへの植民地玄関であり「兄




からの政治と記憶には、決して見えなかった光景 決して聴き取られなかった声と音。それらは 都市の内側や外側を自分だけで動きながら眺め、常 既にそこにある政治の場のなかで、政治の場に対して、何か新たな関係を生み出さずにはいられなかった。自分と自分の側における快楽と〈共〉的発言を時間のなかでとらえ、 懸命に紡がれた中国語 よ 〝眼線〟 と 〝声音〟 。　
それが、視られ聴かれ、かつ読まれなければならない。
　　　　　　　　　　　　 　　　　
